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第4章回勅 人間の偉大さ
AIの時代における人格の擁護

MAGNIFICA HUMANITAS教皇レオ14世
最初の回勅

• 偽情報
• 操作
• 監視・統制の強化
―全体主義の助長

リスクの所在

• 批判的思考力をはぐくむ教育
• 透明性
• テクノロジーの責任ある使用

責任の所在

AIやデジタルテクノロジーは、
徐々にわたしたちの振る舞い
にも影響する

• デジタル依存症
• データによる監視管理
• 新たなかたちの隷属

リスクの所在

• 公正なルール
• 責任の共有
• 教育

責任の所在

• 労働を守ること
• 継続的な教育・研修
• 人間性にかなうイノベー
ション

責任の所在

民主的な社会の営みに
欠かせない共通財

デジタルテクノロジーと
AIはコミュニケーション
のあり方を変えつつある

人間の尊厳と、社会参画とに
寄与する

テクノロジーが
支配するならば 人間は手段とされる

テクノロジーが知恵
に導かれるならば それは人間的発展となる

真理 自由

労働

人格の尊厳が、
あらゆる進歩の規準であるべきです。

「真理の探求は、民主主
　義にとって不可欠な要
　素です。そして、民主
　主義自体が、共通善に
　参加するための道具な
　のです」MH 134

「デジタル時代における
　自由は、単なる内面的
　なことがらではなく、
　公共の問題でも
　あります」MH 171

www.humandevelopment.va

• 不安定な雇用
• 格差
• 労働者が機械による監視や
代替の対象になる

リスクの所在

「機械が労働者を支援す
　るように設計されるの
　ではなく、しばしば、
　労働者が機械の速度と
　要求に順応することを
　強いられます」MH 150

変化の中にあって、人間性を守り抜くこと
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